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国際系学部における就職支援：ピア・サポート制度の向上 
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要旨： 多摩大学グローバルスタディーズ学部就職委員会・キャリア支援課では、
2015 年度から学生同士が相互に助け合うピア・サポート「キャリアサポーターズ」
を就職支援に取り入れている。2017 年度は前年度にピア・サポートを受けた 4 年生
内定者 7 名が担当し、参加者の満足度、役立ち度、運営に対する評価は概して高か
った。上級生から下級生への情報共有や実体験の伝達内容も前年度より具体的にな
っていた。「キャリアサポーターズ」は 2016 年度・2017 年度の学内共同研究によ
って効果的に制度を構築・検証し、2018 年度からは通常予算内で就職支援の一部と
して位置づけられている。共同研究が就職支援における新たな仕組みづくりに役立
った良い事例だといえる。 
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Abstract: The Career Support Committee and Division at School of Global 
Studies, Tama University, have implemented a peer support system, ‘Career 
Supporters’, since 2015. In the 2017 academic year, seven 4th year students who 
were received peer support during the previous year offered their support for 
lower-grade students. Their support was valued highly, especially in terms of 
satisfaction, utilisation and event management. In addition, their advice was 
considered more practical than one in former years. The system of ‘Career 
Supporters’ was developed and evaluated by using the research budget of School 
of Global Studies in 2016 and 2017, and this development and evaluation 
successfully resulted in that the system of ‘Career Supporters’ became a regular 
career support programme with a regular budget. 
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1. はじめに 
多摩大学グローバルスタディーズ学部就職委員会・キャリア支援課は、学生への就職・
進路支援を充実させるべく、2016 年度・2017 年度の同学部学内共同研究費に研究課題
「国際系学部における就職支援方策の検討・向上」を申請し、活動をおこなってきた。
2016 年度の成果については、竹内・堂下（2017）「学生の学力・知力向上とピア・サポー
トによる就職支援方策の構築」で詳細を記した。本研究報告では、2017 年度におけるピ
ア・サポートに焦点を当てて、活動内容と成果を記す。 
就職支援におけるピア・サポートのあらましについては竹内・堂下（2017）でまとめた
が、ここでも簡潔に説明しておく。まず、ピア・サポートとは学生同士が相互に助け合う
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ことであり、「仲間による対人関係を利用した支援活動の総称」（西山・山本 2002: 82）
などと理解できる。白井（2010）が 2009 年に調査をおこなった 391 の大学において、就
職支援にピア・サポートを導入していたのは 144 校だった。主な導入理由は、「4 年生の
実体験を 3 年生に伝えることに効果があると考えたため」「身近な経験者として、相談
（話し）相手になってもらうため」であった。その他、「キャリアセンターの職員では、
直近の採用活動の実態を把握しきれないため」等もあった。 
多摩大学グローバルスタディーズ学部でも、上記と同様の理由からピア・サポートを導
入している。以下では、同学部のピア・サポートについて詳細を記していく。 
 
2. 多摩大学グローバルスタディーズ学部の就職支援ピア・サポート制度 
多摩大学グローバルスタディーズ学部では、就職支援におけるピア・サポートとして、
2015 年度より「キャリアサポーターズ」制度を導入している。キャリアサポーターは、
「3 年次にキャリア支援講座にほぼ出席し、キャリア支援課の学生支援を積極的に活用し
た学生で、7 月初旬までに内定を取得した学生を対象」に応募・依頼している（竹内・堂
下 2017: 103）。 
キャリアサポーター選定の基準の１つとなる多摩大学グローバルスタディーズ学部の
「キャリア支援講座」は、特定の業者に包括的に依頼するのではなく、同学部キャリア支
援課が独自に企画し、複数の業者のプログラムを効果的に導入しながら実施している就職
支援講座である。2017 年度においては、4 月－7 月にガイダンスやマナー講座などを計 5
回、2017 年 9 月－2018 年 1 月に書類や面接対策等を中心に計 12 回、実施した。３年時の
就職支援としては、講座と連動する形で 2018 年 2 月・3 月に模擬面接会や業界セミナー、
学内合同企業説明会も開催された。講座の効果として、学生が 3 年時に 3 分の 2 以上出席
すると、4 年時の夏期休暇までにほぼ 90％の確率で内定を取得することができるとわかっ
ている 1。 
キャリアサポーターズの活動は、「キャリア支援講座」に付随する形で実施しており、
主な活動内容ならびにサポーターズの人数は表１のとおりである。 
 
表 1 多摩大学グローバルスタディーズ学部キャリアサポーターズ概要 
年度 人数 男性 女性 主な活動内容 
2015 5 4 1 面接対策イベント 2 回 
2016 10 2 8 就職体験談イベント 3 回 
2017 7 4 3 就職体験談 1 回、相談イベント 2 回 
 
 2017 年度のキャリアサポーターズの取り組みの特徴としては、以下の点があげられる。
まず、前年のキャリアサポーターズのイベントに参加した学生たちが 2017 年度のサポー
ターになっている点である。例えば、2016 年度キャリアサポーターには、航空会社の客室
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乗務職の内定を取得した学生が 2 名いたが、その 2 名に親身にサポートを受けた学生が、
2017 年度に航空会社から同じく客室乗務職の内定を取得し、キャリアサポーターズになっ
た。この点は、複数年に渡って学生たちの体験が情報共有されていくことになると評価で
きる。 
 次に、前年にキャリアサポーターズの支援を受けた学生がサポーターズとして活動する
ことによって、前年のプログラムの反省点を生かした企画・運営ができる。2017 年度は、
前年の体験談イベントと同様のものを 1 回実施し、加えて、下級生が気軽に上級生に相談
できるようなイベントを 2 回実施した。具体的には、話しやすい雰囲気を作るために、学
内のカフェテリアでサポーターズが選んだお菓子を食べながら相談できるイベントにした。
イベントのタイトルも、学生のアイデアで「不安なことは何でも聞いてね！」とし、各回
には「第 1 弾：エントリーシート編」「第 2 弾：面接の質問編」とサブタイトルをつけた。
また、体験談イベント・相談イベントのいずれも、キャリア支援講座の内容と連動するよ
うに工夫された。 
 
3. キャリアサポーターズの活動の評価 
 以下では、2017 年度のキャリアサポーターズの活動でおこなったアンケートを中心に、
参加学生による評価内容を検討していく。活動は上記のとおり３回実施し、内定者体験談
イベントでのアンケート回収数は 13、相談イベント第 1 回目は 11、第 2 回目は 10 であった。 
 
3.1 内定者体験談 
2017 年度のキャリアサポーターズの活動では、2016 年度と同様の内定者体験談イベン
トを 1 回実施した。このイベントでは、参加した 3 年生に 2016 年度と同じフォーマット
のアンケートを実施した。その内容を前年との比較も含めて以下に紹介する。 
まず、「１．体験談に関して」という設問では、2016 年度と同様に以下の表にある 5 項
目を、4 段階評価「そう思う（4 点）」「まあそう思う（3 点）」「あまりそう思わない
（2 点）」「そう思わない（1 点）」で答えてもらった。各項目の回答平均は表 2 のとお
りである。 
 
表 2 アンケート設問「１．体験談に関して」 
質問 
2016 年 
2017 年 
第 1 回 第 2 回 第 3 回 
先輩の体験談は有意義だった 3.89 3.88 4 4 
先輩の体験談をしっかり聞くことができた 3.84 3.88 4 3.92 
就職のやり方がわかった 3.21 3.63 3.86 3.62 
就職に関して新しい知識を得ることができた 3.74 4 4 3.69 
就職に関しての不安が晴れた 2.74 2.75 3.86 3.15 
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 2016 年度と比較すると、2017 年度は「先輩の体験談は有意義だった」が 4 段階評価で
全員最高点（4 点）をつけており、ピア・サポートを受けた学生がサポーターズになる利
点があることがわかる。また、「就職に関しての不安が晴れた」については、2016 年度は
回答者平均が「まあそう思う」の 3 点を越えたのは３回目のみだったが、2017 年度は 1 回
の開催でも 3.15 となっており、後輩の不安解消に効果があったと示唆される。反対に、
「就職に関しての新しい知識を得ることができた」は前年を下回っていた。 
次の設問「２．体験談のやり方に対して」も同様に、以下の表に記載の 4 項目を、4 段
階評価「そう思う（4 点）」「まあそう思う（3 点）」「あまりそう思わない（2 点）」
「そう思わない（1 点）」で答えてもらった。各項目の平均は表 3 のとおりである。 
 
表 3 アンケート回答 「２．体験談のやり方に対して」 
質問 
2016 年 
2017 年 
第 1 回 第 2 回 第 3 回 
時間配分は適切であった 3.11 3.5 4 3.62 
先輩は丁寧に教えてくれた 4 3.88 4 3.92 
教室の雰囲気は適切であった 3.84 3.63 4 3.69 
体験談の進行は適切であった 3.47 3.88 4 3.92 
 
 2016 年度は、回を重ねることに時間配分や進行が良くなったことが示唆されたが、2017
年度は 4 項目いずれも 2016 年度の第 2 回目よりも高く、第 3 回目よりも低い数値となっ
ている。この点から、前年のピア・サポート体験者によるイベント運営では、参加者全員
が最高点（4 点）をつけてはいなかったが、1 回のみの開催でも比較的満足度が高くなる
ことが推察できた。 
 残りの設問「３．有意義だった点に関して」「４．今後に向けての要望」「５．感想」
は、いずれも自由記述であった。2016 年度は参加者の回答から、業界研究や面接対策、就
職活動中のスケジュール管理、就活ノートといったツールの活用方法について、学生間で
有用な情報を共有していることがわかった。また、もっと時間が欲しいという要望が多か
った。 
2017 年度の回答からは、いくつかの変化がみられる。まず、「３．有意義だった点に関
して」の回答では、志望業界・企業の採用試験対策や、実際の就職活動でしなければいけ
ないこと、新しく出てきたツール（例：オープン ES）への対応等、2016 年度よりも具体
的な情報を共有していることがわかった。例えば、航空業界を志望している複数の学生が、
内定を取得した学生から実際の活動について教えてもらえて良かったと回答していた。ま
た、志望する企業の支店を訪問した方が良いこと、インターンシップに参加した方が良い
こと、就職活動中の大学での授業の取り方等、上級生から様々なアドバイスがなされたこ
とが回答からわかった。 
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「４．今後に向けての要望」では、面接対策をしてほしいという要望が 2 件あったが、
無記入が多かった。「５．感想」では、先輩の話を聞けてよかった、参加してよかった、
といった、体験談イベントへの肯定的な意見がほとんどだった。 
 
3.2 相談イベント「不安なことは何でも聞いてね！」 
 2017 年度におこなった 2 回の相談イベント「不安なことは何でも聞いてね！」では、多
摩大学グローバルスタディーズ学部が実施しているキャリア支援講座と同じアンケート用
紙を使用して参加者のイベントへの評価を確認した。学内共同研究で使用したアンケート
ではなくキャリア支援講座のアンケートを使用した背景には、運営上の準備不足もあった
が、就職支援にかかる担当部署であるキャリア支援課の積極的な関わりがあった。キャリ
アサポーターズの活動は、2015 年度のボランティア、2016 年度・2017 年度の学内共同研
究をつうじて、学部内における就職支援の一部になりつつある。 
 同じアンケートを使用しているので、キャリア支援講座との比較も含めて結果をみてい
こう。まず、2017 年度のキャリア支援講座における「満足度」と「役立ち度」の総計は図
１のとおりである。満足度としては、「大変良かった」「良かった」の合計が 94％、役立
ち度は「とても役立つ」「役立つ」の合計で同じく 94％であった 2。 
 
図 1  2017 年度キャリア支援講座アンケート結果 
大変良かった 550
良かった 296
どちらでもない 31
あまり良くなかった 6
良くなかった 0
未回答 22
計 905
1．満足度
 
とても役立つ 554
役立つ 293
どちらでもない 36
あまり役に立たない 1
役立たない 0
未回答 21
計 905
２．役立ち度
 
61%
33%
1. 満足度
大変良かった 良かった どちらでもない
あまり良くなかった 良くなかった 未回答  
61%
33%
2．役立ち度
とても役立つ 役立つ どちらでもない
あまり役に立たない 役立たない 未回答  
 
 これに対し、2017 年度の相談イベントの結果は図 2・図 3 のとおりである。「第 1 弾：
エントリーシート編」では、満足度を計る「大変良かった」「良かった」の合計、ならび
に役立ち度を計る「とても役立つ」「役立つ」の合計は、ともに 82％であった。「第 2
弾：面接の質問編」では、「大変良かった」「良かった」の合計、ならびに「とても役立
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つ」「役立つ」の合計はいずれも 100％となった。この点は、新たな運営方法でのイベン
トをおこなった場合、2016 年度の体験談イベントと同様に、回を重ねることで参加者の満
足度や運営の改善を図ることができると示唆される。 
 
図 2 「不安なことは何でも聞いてね！」第 1 弾：エントリーシート編 
大変良かった 7
良かった 2
どちらでもない 1
あまり良くなかった 0
良くなかった 0
未記入 1
計 11
1．満足度
 
とても役立つ 7
役立つ 2
どちらでもない 1
あまり役に立たない 0
役立たない 0
未記入 1
計 11
２．役立ち度
 
64%
18%
9%
9%
1. 満足度
大変良かった 良かった どちらでもない
あまり良くなかった 良くなかった 未記入  
64%
18%
9%
9%
2．役立ち度
とても役立つ 役立つ どちらでもない
あまり役に立たない 役立たない 未記入  
 
図 3 「不安なことは何でも聞いてね！」第 2 弾：面接の質問編 
大変良かった 9
良かった 1
どちらでもない 0
あまり良くなかった 0
良くなかった 0
未記入 0
計 10
1．満足度
 
とても役立つ 9
役立つ 1
どちらでもない 0
あまり役に立たない 0
役立たない 0
未記入 0
計 10
２．役立ち度
 
90%
10%
1. 満足度
大変良かった 良かった
 
90%
10%
2．役立ち度
とても役立つ 役立つ  
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 なお、両イベントのアンケートには参加者が自由記述でコメントを書く欄がある。「第
1 弾：エントリーシート編」のコメントでは、「聞きたいことを聞けて良かった」という
意見が最も多かった。反対に、テーマであるエントリーシートについてのコメントは無く、
ある学生は、情報自体は知っていることが多かった、と記入していた。「第 2 弾：面接の
質問編」では、細かいことをたくさん聞けて良かった、話しやすい雰囲気で良かった、と
いうコメントがあった。加えて、テーマについてのコメントも複数あった。具体的には、
面接のアドバイスをもらうことができてよかった、面接の流れや意識すべき点を教えても
らえてよかった、自分が重要だと思っていたことと実際に重要な点が違うとわかってよか
った、といったコメントが記されていた。 
 以上、2 回の相談イベントでは、1 回目より 2 回目の方が満足度・役立ち度とも高いこ
と、設定テーマについては 1 回目より 2 回目の方が具体的な情報やアドバイスを共有して
いること、キャリアサポーターズの狙い通りに話しやすい雰囲気づくりができており、下
級生が聞きたいことを十分聞ける場を提供できていることが把握できた。 
 
4. まとめ 
 以上、2017 年度のキャリアサポーターズの活動について、参加学生へのアンケート結果
を中心に検討した。キャリアサポーターズ制度を導入して 3 年目となった 2017 年度のサ
ポーターズは、前年度にピア・サポートを受けた 4 年生内定者が担当した。彼らがサポー
トを受ける側として感じた改善点を活かしたこともあってか、参加者の満足度、役立ち度、
運営に対する評価は概して高く、上級生から下級生への情報共有や実体験の伝達内容はよ
り具体的になっていたことがわかった。加えて、特定の業界、例えば航空業界等では、大
学の提供する就職支援に加えてピア・サポートも受けた学生が内定を取得し、内定取得者
がサポーターとなって下級生に支援する流れが出来つつあることもわかった。 
 2018 年度においては、このキャリアサポーターズ制度はキャリア支援課が運営する通常
の就職支援の中に位置づけられており、具体的には、学内の通常予算の枠組みで経費を申
請し、2017 年度にサポートを受けた学生が複数、早期に内定を取得しサポーターとして活
躍している。2016 年度・2017 年度の学内共同研究によって、効果的に制度を構築・検証
できたことが、多摩大学グローバルスタディーズ学部の就職支援における新たな仕組みづ
くりに役立った良い事例だといえるだろう。 
 
 
注 
1 多摩大学グローバルスタディーズ学部就職委員会では、この数値の根拠となる分析をおこない
学内で報告しているが、内部情報であるので明記しない。 
2多摩大学自己点検評価報告書エビデンス資料による。 
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